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あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！

あの この
あの手この手のマークの間のＳはsolution（解決）のＳです。

2016年度の表紙は笹倉鉄平版画ミュージ

アム主催の第７回やまと子ども絵画大賞

の入賞作品を掲載しています。テーマは

「好きな！楽しみな！学校での地域での

行事」。今号は２作品を掲載します。
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「緋い夏の思い出」神奈川新聞社賞
角森さら紗さん （渋谷中学２年）

【市民活動にこの人あり】第６回
インドの子どもたちとチームピー
スチャレンジャーの蔵田えりさん。

「魚とりへ～！」優秀賞
渡邊ゆらさん （綾瀬小３年）

小さいですが人のよく集まる自治会が開
催している夏祭りをイメージしました。

祭といえば金魚すくい、わたあめ、浴衣、

そういう要素を詰め込みました。温かく華
やかな雰囲気が出ればいいと思い、下地
を黄色く塗って工夫しました。

夏にパパと魚とりに行った時が楽しかっ
たので、思い出しながら書きました。

とても細かく書いたので大へんでしたが、

がんばって書きました。また、いろいろ
な所へ行って絵を書きたいです。

ただいま作品募集中！
まもなく締切り～9/15必着
詳しくは、046-267-8085へ

「カッコーフェスタ’16 in イオンモール大和」

11月22日(火)開催。出展団体募集開始
物販や募金活動はできず、演奏な
ど音の出る行為も制約がありますので、
その点をご理解のうえ、当センターまでお問い合わせ・
お申し込みください。なお、下記の日程で打ち合わせ会
を当センターにて開催します。
第１回：10月６日（木）10:00～12:00
第２回：10月25日（火）13:00～15:00

※開催当日の11月22日(火)はセンターは閉館とします。

例年11月に、市民活動センターで開催している市民活
動団体交流まつり「カッコーフェスタ」。今年は、隣接
する商工会議所が移転し、やまと産業フェアもすぐそば
のやまと公園で開催されないため、思い切ってセンター
を飛び出し、イオンモール大和１階のライトコートで開
催することにいたしました。ついては出展団体を募集し
ます。イオンに来店するお客様に対し、日頃の活動を広
くアピールする絶好の機会です。ただし、会場の関係上、



夏の恒例企画「このゆびとまれっ！」には、7校から4名
の中学生、47名の高校生が参加。延べ人数は中学生8名、
高校生75名、83名となりました。受け入れ団体のみなさ
ま、ご多忙のところ、ご協力ありがとうございました。

夏休み中高生のボランティア体験

「このゆびとまれっ！」感想特集

この夏の体験で、
感じたこと・学んだこと

●デイサービスげ・ん・き〔7/21〕

高齢者支援（高齢者の話し相手など）
★一人だけだったが、詩吟の「修学」を吟じることができた。
(柏木学園高校１年・男)

●デイサービスハッピー鶴間〔7/25・29・８/1・16・29〕

高齢者支援（高齢者の話し相手・ゲーム相手）
★ふうせんバレーや卓球楽しかったです。座ってても運動はで
きることを知りました。食事の時に何でも手をかしてはいけな
いこともわかり、一緒にできることは一緒にやっていくことが
大切なんだなと思いました。(中略)将来はデイサービスで働き

たいなと思いました。ここで出会えた人たちのことは一生忘れ
ません。本当に楽しかったです。(相模原清陵高校３年・女)

●引地川水とみどりの会〔7/30・8/26〕
環境保全（引地川の清掃）

★中々ゴミを拾うことができなかったが、それでも３袋分も取
れたことに驚いた。いつも自分の見ている川の中にもこれぐら
いゴミがあるのではないかと思った。いつかみんなが不法投棄
をやめ掃除が不要になればいいなと思った。(南林間中学校3年)

●大和市芸術文化振興会〔7/31〕
文化活動支援（「０歳児からのコンサート」受付・会場整理)

★ボランティア活動は初めてだったので何をすればよいかわか

らず、あまりお役に立てなかったです。今思えば周りのスタッ
フさんにもっと
話しかけて積極
的に行動すれば
よかったと思う

場面が沢山あり
ました。今度ま
た参加する機会
があればがんば
りたいです。

(玉川学園高等
部１年・女)

●サウンドテーブルテニスクラブ〔8/1〕
視覚障害者支援（サウンドテーブルテニスの相手など）

★普段、あまりかかわることのない視覚障害者の方々と同じル
ールで同じスポーツをすることができ、楽しかったし嬉しかっ
た。とまどうことも多かったが、障害者やスタッフの方々が気
さくに話しかけて下さりフレンドリーな交流ができた。試合は
一度も勝てず悔しかったです。(女子学院中学校３年・女)

●やまと国際フレンドクラブ〔8/1・2・3〕【学べ～る】

国際交流支援(外国にルーツを持つ小中学生に勉強を教える）
★本格的に人に何かを教えることが初めてだったので、不安な
気持ちでいっぱいでしたが、人とコミュニケーションをとるこ
とで、不安がなくなっていきました。最後に、教えた子に感謝
されたことが嬉しかったです。(玉川学園高等部１年・女)

●NPO法人サポートハウスワン・ピース〔8/4〕
障害児・者支援（知的障害児と遊ぶ）

★子どもたちとボウリングをしました。まだワンピースは３回
目だったにもかかわらず名前をおぼえてくれた子や顔をおぼえ

てくれた子がいました。今日初めて会った子もいたのですが、
皆と仲良くなれたので、次回のワンピースに行くのが、さらに
楽しみになりました。(柏木学園高校３年・女）

●ゆらり倶楽部大和〔８/9〕

高齢者支援（高齢者の話し相手など）
★おばあちゃんが歌詞のプリントをさしのべてくれて「一緒に
歌おう」と言ってくれて、とてもうれしかったです。一緒に歌

っておばあちゃんが泣いてくれて、やりがいを感じました。(柏
木学園高校３年・男)

●チームピース チャレンジャー〔8/18〕
国際交流支援（ミサンガ袋詰め・写真パネルづくり）

★ミサンガやリストバンドなどの袋詰めをし、今日の作業でイ
ンドの子どもたちの給食1733食分につながったと分かり、自分

が国際貢献できたのだと実感することができました。本当に良
い体験をさせていただきました。ありがとうございました。
(洗足学園中学校２年・女)

●受け入れ団体から

やまと国際フレンドクラブ（IFC)

みなさん、「学べ～る」はどうでしたか？ 最初に自分の担

当する子に出会う時のワクワク感、苦手な科目を持ってこ

られた時のハラハラ感、子どもたちから「分かったよ」っ

て言われた時の充実感。どれも忘れられない思い出になっ

たのではないでしょうか？ 子どもたちとの接し方を身をも

って学び、真剣に子どもたちと向き合い、精一杯子どもた

ちに寄り添おうとしていた姿を見て、私たちIFCのメンバー

も、とてもうれしく思いました。来年も待ってます！

会長 長谷部美由紀



ミサンガが結ぶインドと日本の絆
蔵田えりさん

【市民活動にこの人あり】 第６回

チームピース チャレンジャー

蔵田えりさんは、小さい頃から戦争で足の傷を残していた父
の姿を見て育ち、戦争の話を聴かされはしなかったが、自ず
と平和の大切さなどを意識するようになった。世界の価値観
にも触れたいと専門学校で英語を学び、英語を活かせる仕事

にも就いた。結婚・出産を機に一度は退職したが、復職後も
世界の平和・貧困問題に関心を持ち続け約20年。2007年に
立ち上げたのがチームピースチャレンジャーだ。

当初タイも訪問するが、敬愛するマザー・テレサゆかりのイ
ンドに照準を絞った。インドは近年その成長ぶりは知られて
いるが、最貧困層の人口ではアフリカより多い。広いインド
のなか、支援先としたのが仏教の聖地ブッダガヤにあるニラ

ンジャナスクールだった。この学校の校舎は、東京学芸大学
の学生50人がアルバイトで1000万円を貯めて作ったことを
知り心を打たれた。創設者や校長の人柄にもほれ込み、ここ
で給食を週２回提供する活動を始めた。

単なる支援ではなく自立支援にと考え出したのが、生徒によ
るミサンガづくりだ。週に一度の美術の時間に作成したミサ
ンガを日本で販売し、１本300円で４人分の給食費に充てる

というもの。インドでは貧困から子どもは家庭で働かせ、学
校に行かせるのを嫌う親が多い。しかし、学校だけでなく給

食も無料であったため、学校に通わせる家庭が急増。いまや
生徒数は500人。「待機児童問題」が発生するほどだ。

ミサンガづくりを見た母親たちは、自分たちもやりたいと言
い出した。ここから職業訓練所もできた。日本から洋裁や編
み物の講師を派遣。インドの手紡ぎ手織り布カディによる衣

料やバッグもフェアトレード品として生まれている。 2013

年には衛生管理のため給食室をつくり、手を洗う習慣も励行
したところ村中に広がった。さらに2016年からは栄養教育
にも着手するなど、ミサンガから始まった活動は好循環を生
み出している。

今後の課題は給食を週５日にすること。ただ、食材の高騰、
生徒数の増加などの問題を抱え、今年こそはと販路の模索で

走り回っている。こうした支援活動に加え、さらに使命とし
ているのが、途上国の子どもたちの現状を日本の子どもたち
に伝えること。そのため、国内で物産展、講演会、上映会、
写真展を開催するほか、学生ボランティア受け入れにも力を
入れている。この夏も大和市で中高生たちとミサンガの袋詰

め作業などを行った。来年は10周年。「地球の未来を担う若
者たちに、活動を通し、知ること、考えること、思いやりを
持つことを伝えていきたい」と気持ちを新たにしている。

写真差し替え

▲2009年、初めての給食は、食パン２枚とバナナだった。

田邉七海さん
（１年）

入慶田本清美さん
（２年）

小川日菜子さん
（１年）

大山日菜さん
（２年）

市民活動センターと市民活動課での「インターンシップ」
８月22日から26日までの５日間、市民活動課と市民活動セ

ンターによる「インターンシップ」が、相模女子大学の管
理栄養学科２年生２名、英語文化コミュニケーション学科
１年生２名の計４名の参加で行わました。

協働事業提案検討結果報告会や「市民福祉のつどい」の見

学、当センターの業務体験のほか、市民活動の現場で、障
害児の遊び相手、高齢者とのレクレーション、WEショップ
の活動なども体験しました。その感想をご紹介します。

インターンシップを通じて、

いろんな職業や年齢の方々
と接し話をする機会をいた
だきました。特に、将来希

望する職種の方に現場の声
やアドバイス、女性の働き

方の話が聴けたのが何より
勉強になりました。今まで
人と接することを苦手とし

ていた私ですが、今回、人
は会って直接話すことで、

その人ならではの感情や悩
みがわかるものと実感しま
した。これは、今後仕事に

も大いにかかわる体験で、
これからは、このような機

会を見つけては人と接し、
さまざまな人と話してみよ
うと思いました。

今回学んだことは、市と市
民の連携の重要性について
です。何か事業をするとき
に、実際に実施するのは市

民であるけれども、場の提
供・情報の提供をするのは
市というように、市では実
際、人数的に実施・運営ま
で手が回らないところを市

民がやることで事業が初め
て成り立ちます。このよう
にうまく関わり合いながら
市と市民とが一緒に活動す
ることは凄いことだなと思

いました。そして、市民活
動センターが市民の協働の
拠点として大きな役割を果
たしていることをとても感
じました。

今回一番印象に残った体験
は、サポートハウスワンピ
ースでの障害を持った子ど
もたちとのふれあいでした。

はじめは不安でいっぱいで
したが、話したり遊んだり
しているうちに、障害を持
っていようとなかろうと、
遊ぶことが好きな普通の子

なんだと気づきました。無
意識とはいえ、色眼鏡を通
して見ていたので反省しな
ければいけないと感じまし
た。また、今回「もっと誰
かのためになることをした
い」と思いました。やって
みたいという気持ちだけで
なく、実際に行動を起こし
ていきたいです。

市民活動センターは、最初
は入りにくい場所なのかな
と感じていたのですが、さ
まざまな方を受け入れてい

て、本当に温かい場所なん
だなとつくづく感じました。
また、インターンシップは、
事務体験ばかりかと思って
いたのですが、今回の体験

を通じて、外に出て小さな
子どもや高齢者などいろい
ろな方と話をすることがで
き、新しい発見が得られ、
すごく大事なことなのだと

学びました。この体験は、
いつか役に立つ時が来ると
思うので、その時は思い出
して、生かしていきたいと
思います。

◆８月22日に協働事業提案検討結果報告会が開催され、継続提案のあった「障がい者と地域住民とのふれあい体験活動を通じた共助・

共生社会の実現を目指す事業」(NPO法人大和市腎友会)と「入院患者さんの『癒しの場』提供事業」(Lick Luck)のいずれも採択されました。



大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。
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大和市民活動センター ＜開館：月～土 9：00～18：00＞ TEL：046-260-2586 FAX：046-205-5788
〒242-0021大和市中央 1 – 5 - 1 （大和駅南口より徒歩２分） E-MAIL：yamato@ar.wakwak.com
※祝日も9：00～18：00で開館しています。 URL：http://www.kyodounokyoten.com/
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やまもり☆ホッとスクランブル
大和市民活動センターだより

『やまとっこ☆みつけた』

ＦＭやまと
77.7 ＭＨｚ

★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆

＜出演しました！＞ 録音ＣＤが大和市民活動センターにあります。

第1.3.5(火)9～10時
再放送 15時～ 21時～

◆バイク事故から12年。高次脳機能障害となっ

た甥が念願の就職。初出勤日はイチローの

3000本安打達成の日。忘れられない8.8となっ

た。立ち上がることから始めたリハビリの日々

を思うと、熱いものが込み上げてくる。 石川

◆クラス会の案内が届いた。覚えのない差出

人。クラス会詐欺！？ 何日か考えて下の名

前を思い出した。中学校だった。ドキドキし

ながら会場に向かう。入口で男子から旧姓で

呼ばれ、一気にタイムスリップした。 関根

◆物忘れが多くなった気がする。ふと以前の新

聞切り抜きを見つけ、読んでビックリ！「都内

で１日平均いくらの現金が落とされ、いくら戻

るでしょう？」。正解は2200万円と930万円。

信じられない“毎日宝くじ”の”世界です！ 望月

◆来館者にお茶を入れると、必ず「美味しい

ね、このお茶」と褒められる。「鹿児島頴娃

（えい）のお茶なんですよ」と鹿児島出身の

私は自分が褒められたようでうれしい。それ

から鹿児島自慢がはじまる。 櫻井貞代

◆暑い夏も終わった。オリンピックでは体操

男子団体、柔道、レスリング、シンクロナイ

ズドスイミング、卓球、新体操など楽しめた。

ドキュメンタリーを見た影響で、競泳の瀬戸

大也選手が心に残った。 中山

◆沖縄に行った。ある大学の沖縄の歴史文化

研修に同行したので、いろいろな方の話を直

に聞けた。知らないこと（知ろうとしなかっ

たこと・知らされていないこと）だらけ…

を実感。考える視点が変化。 櫻井み

◆今年も相模女子大学の学生４人と一緒に市

民活動インターンシップを実施しました。あ

っという間の５日間でした。これを機に市民

活動や市のことにもっと興味をもっていただ

ければうれしいです。 市民活動課／椎木

◆台風10号には驚いた。日本近くで発生し南

下後に戻るという前代未聞のコース。自然は

人知を越えていつも想定外。東日本大震災や

御嶽山噴火にしても然り。「想定外の時代」

に生きていることを想定しなくては。 徳留

スタッフ
の

つぶやき

★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆

＜９月の出演団体＞

※FMやまとは、ネットにつながったPCなら、世界中どこでも聞けます。→ＦＭやまとホームページの「ネットラジオ」をクリック！

第275回◆９月20日放送 やまと国際フレンドクラブ

「ともに楽しく暮らせる大和」を目指して、国際交流、
多文化理解、外国籍市民への支援などのために、さま
ざまなイベントや活動を行っています。

第271回◆８月２日放送分
大和南京玉すだれの会

集中力を養い 脳の活性化にも

リクエスト曲の『フーテンの寅』が終
わると「伊勢は津で持つ、津は伊勢で
持つ…」とバナナのたたき売りの口上
が。大道芸人のラッキーさんこと村田
正和さんは、サラリーマンから転身し
てはや20年。南京玉すだれから、ジャ
グリング・皿回し・傘回し、さらにピ
エロやチンドン芸まで多彩。子どもた
ちには夢を、大人たちには思い出をと、
サービス精神旺盛に活動しています。

当センターの講習会では、5年間で
100人以上を教え、町田、鎌倉、日本
橋にも講習会を開いているお弟子さん
がいるとのこと。最近は、芸能人に教
える機会にも恵まれ、AbemaTVで動
画も配信中。集中力を養い脳の活性化
にもなると胸を張って語り、確かに今
年74歳とは思えない若々しさ。いつま
でも現役で活躍してくれることがみん

なの願いです。

第272回◆８月16日放送分
「このゆびとまれっ!」参加高校生

続けたいとの思いが一番の収穫

夏休みボランティア体験をした柏木学
園高校３年生が出演。橘君は小学生の
頃から老人ホームや障害者の作業所で
体験してきた本格派。高校入学後も続
けたいと思い「ならば市民活動セン
ターに行くといいよ」と先生に言われ
たとか。荒田さんは「外に出ない方な
のですが家にいるより人の役にたつこ
とをした方がいいのでは」と思い参加。

花田さんは保育士を目指しているため
「子どもとふれあう体験をしたかっ
た」ときっかけを話しました。川掃除
に参加して「川は道路からはきれいに
見えても中に入ると結構ゴミはあり毎
月の清掃は大事だと思いました」と荒
田さん。橘君は「みんなでゴミ袋４袋
回収しました」と成果を話してくれま
した。今後も続けたいとの声を受けて
この日のパーソナリティ千葉さん曰く
「これが一番の収穫ですね」。

第273回◆8月30日放送分
大和市要約筆記の会「筆っきーず」

聞こえない人の他 高齢者にも有効

聞こえない・聞こえづらい人に、その
場の話の内容を伝える「要約筆記」。
講演会などで手書きの文字を映し出し
たり、ＰＣの入力画面をプロジェク
ターで映したりする活動をしています。
話す言葉すべては書き取れないので要
約する訳ですが、訓練しないとできま
せん。そこで、養成講座などに参加し
てスキルアップをしています。

４人でチームを組み２人ずつ入力しな
がらスクリーンに表示。10分交代で２
時間作業をします。会場の人たちが
笑っているのに一緒に笑えない状況を
改善したいと、スピードだけでなく要
約の表現にも工夫をしているそうです。
９月24日の自殺対策講演会でも要約筆
記をします。聴覚障害者で手話がわか
る人は実はかなり限られるため、要約
筆記の必要性は高く、聞こえが悪い高

齢者にも使えると熱く語りました。

第274回◆９月６日放送 やまと国際オペラ協会

国際的な交流都市である大和市の音楽文化発展のため、
市民参加型の団体として、総合芸術であるオペラの本
格的な公演や文化講座などを開催しています。


